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戸田市上下水道事業経営審議会について 

 

１.審議会設置の目的（条例第１条） 

戸田市上下水道事業経営審議会は、戸田市上下水道事業経営審議会条例に基づき、上下水道

事業の合理的な経営を図るため設置。 

 

２.審議会審議事項（条例第２条） 

審議会は、市長の諮問に応じ、次に掲げる事項を審議する。 

(1) 基本計画に関すること。 

(2) 水道料金及び下水道使用料に関すること。 

(3) その他上下水道事業の経営に係る重要事項に関すること。 

 

３.審議会年間スケジュール（令和４年度） 

会議 開催時期 案件 

第 1 回 7 月 22 日 (1)水道ビジョン及び下水道ビジョン評価について 

(2)上下水道事業包括委託モニタリング結果について 

(3)原油価格・物価高騰に対する上下水道基本料金減額対応に

ついて 

第 2 回 10 月頃 (1)令和 3 年度戸田市上下水道事業決算について 

(2)水道ビジョン及び下水道ビジョン評価結果について 

第 3 回 3 月頃 (1)令和 5 年度戸田市上下水道事業予算について 

 

４.水安全部の業務（各課の主な業務） 

課名 主な業務  

総務課 総 務 担 当：上下水道事業に係る入札・広報・職員に関する事務、新曽南庁

舎維持管理 

水道業務担当：水道事業の決算業務、資金計画、収入・支出の審査・記録、資

産の管理、金銭の出納保管、事業計画及び実施計画の調整、

予算事務 

料 金 担 当：上下水道料金事務管理、給水の休止・再開及び停止、漏水軽

減、上下水道料金の調定、下水道使用料、下水道事業受益者

負担金、水洗便所改造資金融資・補助制度 

下水道業務担当：下水道事業の決算業務、資金計画、収入・支出の審査・記録、

資産の管理、金銭の出納保管、事業計画及び実施計画の調

整、予算事務、雨水貯留施設等設置費補助金制度 
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水道施設課 施 設 担 当：水道施設の工事計画及び実施、導配給水管の維持管理 

給 水 担 当：給水申込み及び受付処理、水道メーターの交換及び検査 

浄水場担当：浄水場（西部浄水場、東部浄水場、中部浄水場）の運転管理、

水質管理及び配水 

下水道施設課 事 業 担 当：下水道事業の計画、下水道工事 

維 持 担 当：下水道施設の維持管理（新曽ポンプ場、下戸田ポンプ場） 

河川課 管 理 担 当：河川・水路の維持管理、水防活動、水辺空間の活用事業 

整 備 担 当：河川・水路の計画、整備 

 

５．水道ビジョン・下水道ビジョン 

(1)水道ビジョン 

平成 27 年 3 月に『戸田市水道ビジョン 2014（改訂版）』策定（計画を決める） 

計画期間：平成 27 年度～平成 36 年度 

趣   旨：厚生労働省の新水道ビジョン（平成 25 年 3 月）の策定方針に基づき、50 年後、100 年

後の将来像を展望し、10 カ年（平成 27 年度～平成 36 年度）の水道事業の運営に関

する長期的な方向性や施策の目標を定めるもの 

目   標： １） 【安全】 「安全」で安心して飲める水道 

２） 【強靱】 災害時でも信頼できる「強靱」な水道 

３） 【持続】 お客さまと築く「持続」可能な水道 

水道ビジョンでは３つの目標を実現するために、２２の施策（実際に講じる取組）を設定。２２の施策

は、本市の水道事業における根幹となる施策であり、具体的な実現方策を示すとともに、定期的に

見直しを行うこととしている。 

 

(2)下水道ビジョン 

平成 28 年 4 月『戸田市下水道ビジョン』策定 

計画期間：平成 28 年度～平成 37 年度 

趣   旨：市民にとって必要不可欠なインフラである下水道の機能を、将来にわたり永続的に果た

していくために、今後の下水道事業の道筋を示す 

基本理念：水と暮らしを未来につなげる 戸田の下水道 

目   標：安心、安全、快適を支える下水道の成熟化 

基本方針：戸田の下水道の持続、戸田の下水道の進化 

下水道ビジョンでは、戸田市の下水道の現状や課題を踏まえ、目標達成に向けた８つ

の取組の柱を定め、具現化するために２５の施策を設定。 

２５の実際に講じる取組は、本市の下水道事業における具体的な取組の根幹として、

着実に実行を図るとともに、進捗を管理し、定期的に見直しを行っている。 
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